
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
画像形成装置から排出された用紙を搬送して傾斜配置された用紙載置台上に積載し、前記
用紙載置台上に積載される用紙を用紙搬送方向と直交する用紙幅方向を規制する幅整合部
材の移動により整合させ、用紙搬送方向と平行する方向に配置された一対の用紙端突当部
材の突当面に用紙の端部を当接させて位置決め整列させた後、綴じ手段により用紙を綴じ
処理する用紙後処理方法において、
前記用紙載置台上に用紙を搬送して前記用紙載置台の上方に配置された巻き込みベルトの
回動により用紙の上面を押圧して搬送し、前記一対の用紙端突当部材に用紙端部を当接さ
せて整列させ、所定枚数以上の用紙が前記用紙載置台上に搬送された事が検知されると、
前記一対の用紙端突当部材を所定の用紙端部当接位置から用紙幅方向の内側の所定位置に
移動させて、引き続き前記巻き込みベルトの回動により用紙の上面を押圧して搬送し、前
記一対の用紙端突当部材に用紙端部を当接させて整列させ、最終用紙の通過を検知した後
、前記用紙端突当部材を所定位置に移動させて、前記綴じ手段により用紙に綴じ処理を行
うように制御することを特徴とする用紙後処理方法。
【請求項２】
画像形成装置から排出された用紙を積載する傾斜配置された用紙載置台と、
用紙幅方向に移動可能に配置され、前記用紙載置台上を落下する用紙の端部に突き当てて
整列させる一対の用紙端突当部材と、
前記用紙端突当部材を用紙幅方向に移動させる駆動手段と、
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前記用紙載置台上を落下する用紙の上面に摺接して用紙の端部を前記用紙端突当部材に当
接させて搬送する巻き込みベルトと、
前記用紙載置台上に積載される用紙を用紙搬送方向と直交する用紙幅方向に整列させる幅
整合部材と、
前記用紙載置台上に積載される用紙の枚数を検知する検知手段と、
前記用紙端突当部材と前記幅整合部材とにより整列させた用紙に綴じ処理を行う綴じ手段
と、
前記用紙端突当部材を用紙幅方向の所定位置に移動可能に制御する制御手段、とを有し、
前記制御手段は、前記用紙載置台上に所定枚数の用紙が積載されるまでは、前記一対の用
紙端突当部材を第１の所定位置に停止させて、前記巻き込みベルトにより用紙を整列させ
、
前記検知手段により所定枚数以上の用紙が前記用紙載置台上に搬送された事が検知される
と、
前記制御手段は、前記一対の用紙端突当部材を所定の用紙端部当接位置から用紙幅方向の
内側の第２の所定位置に移動させて、引き続き前記巻き込みベルトにより用紙の上面を押
圧して、前記一対の用紙端突当部材に用紙端部を当接させて整列させ、最終用紙の通過を
検知した後、前記用紙端突当部材を所定位置に移動させて、前記綴じ手段により用紙に綴
じ処理を行うように制御することを特徴とする用紙後処理装置。
【請求項３】
前記一対の用紙端突当部材は、一対の前記綴じ手段に付設されて、前記綴じ手段と同時に
前記用紙幅方向に移動可能であることを特徴とする請求項２に記載の用紙後処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、電子写真複写機、プリンタ、ファクシミリ、及びこれらの諸機能を有する複合
機等の画像形成装置から排出される用紙を受容し、用紙収納部に積載して綴じ処理等の後
処理を実施する用紙後処理方法及び用紙後処理装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
複写機、プリンタ、ファクシミリ、これらの複合機等の画像形成装置により画像が記録さ
れた多数枚の用紙を、プリント部数毎に丁合して、綴じ手段（ステイプラ）により綴じ合
わせて製本する用紙後処理装置が提供されている。この用紙後処理装置は、画像形成装置
のプリント機能と接続されて駆動される。
【０００３】
複数枚で１セットになる用紙束に対して綴じ処理を行う用紙後処理装置として、特開平２
－２７６６９１号、同８－３１９０５４号、特公平５－４１９９１号各公報等が開示され
ている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
従来の綴じ処理を行う用紙後処理装置においては、以下の課題がある。
【０００５】
図９（ａ）は従来の綴じ処理部の断面図、図９（ｂ）はＡ矢視平面図である。
傾斜配置された用紙載置台ａ上を下降する用紙Ｓの上面は、用紙載置台ａの上方に支持さ
れた巻き込みベルトｂの回動可能により摺接されて搬送され、用紙Ｓの進行方向先端部が
一対の用紙端突当部材ｃ１，ｃ２の用紙突当面に当接して停止する。
【０００６】
回動する巻き込みベルトｂは用紙Ｓの進行方向先端部の中央部付近を摺接して、用紙Ｓの
先端部付近を前進させるが、用紙Ｓの用紙幅方向の両端部近傍は、用紙端突当部材ｃ１，
ｃ２との当接によって進行が遮られるから、用紙Ｓは変形して皺を発生させたり、用紙Ｓ
の所定位置に一対の綴じ手段ｄ１，ｄ２により綴じ針ＳＰ１，ＳＰ２を打針する事ができ
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ないという問題がある。
【０００７】
特に、用紙載置台ａ上に多数枚の用紙Ｓを積載して用紙進行方向先端部を用紙端突当部材
ｃ１，ｃ２の用紙突当面に当接させて整列させるとき、用紙Ｓの高さが増すに従って、バ
ネ付勢された巻き込みベルトｂによる押圧力が増大し、回動する巻き込みベルトｂが強く
用紙Ｓの上面を押圧して搬送する。
【０００８】
この巻き込みベルトｂによる搬送力の増大により、用紙Ｓの先端部近傍の中央部が強く引
きずられて、用紙端突当部材ｃ１，ｃ２に当接する用紙Ｓの両端が大きく変形する。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記課題は、本発明の用紙後処理方法及び用紙後処理装置により解決される。
【００１０】
（１）　画像形成装置から排出された用紙を搬送して傾斜配置された用紙載置台上に積載
し、前記用紙載置台上に積載される用紙を用紙搬送方向と直交する用紙幅方向を規制する
幅整合部材の移動により整合させ、用紙搬送方向と平行する方向に配置された一対の用紙
端突当部材の突当面に用紙の端部を当接させて位置決め整列させた後、綴じ手段により用
紙を綴じ処理する用紙後処理方法において、前記用紙載置台上に用紙を搬送して前記用紙
載置台の上方に配置された巻き込みベルトの回動により用紙の上面を押圧して搬送し、前
記一対の用紙端突当部材に用紙端部を当接させて整列させ、所定枚数以上の用紙が前記用
紙載置台上に搬送された事が検知されると、前記一対の用紙端突当部材を所定の用紙端部
当接位置から用紙幅方向の内側の所定位置に移動させて、引き続き前記巻き込みベルトの
回動により用紙の上面を押圧して搬送し、前記一対の用紙端突当部材に用紙端部を当接さ
せて整列させ、最終用紙の通過を検知した後、前記用紙端突当部材を所定位置に移動させ
て、前記綴じ手段により用紙に綴じ処理を行うように制御することを特徴とする用紙後処
理方法。
【００１１】
（２）　画像形成装置から排出された用紙を積載する傾斜配置された用紙載置台と、用紙
幅方向に移動可能に配置され、前記用紙載置台上を落下する用紙の端部に突き当てて整列
させる一対の用紙端突当部材と、前記用紙端突当部材を用紙幅方向に移動させる駆動手段
と、前記用紙載置台上を落下する用紙の上面に摺接して用紙の端部を前記用紙端突当部材
に当接させて搬送する巻き込みベルトと、前記用紙載置台上に積載される用紙を用紙搬送
方向と直交する用紙幅方向に整列させる幅整合部材と、前記用紙載置台上に積載される用
紙の枚数を検知する検知手段と、前記用紙端突当部材と前記幅整合部材とにより整列させ
た用紙に綴じ処理を行う綴じ手段と、前記用紙端突当部材を用紙幅方向の所定位置に移動
可能に制御する制御手段、とを有し、前記制御手段は、前記用紙載置台上に所定枚数の用
紙が積載されるまでは、前記一対の用紙端突当部材を第１の所定位置に停止させて、前記
巻き込みベルトにより用紙を整列させ、前記検知手段により所定枚数以上の用紙が前記用
紙載置台上に搬送された事が検知されると、前記制御手段は、前記一対の用紙端突当部材
を所定の用紙端部当接位置から用紙幅方向の内側の第２の所定位置に移動させて、引き続
き前記巻き込みベルトにより用紙の上面を押圧して、前記一対の用紙端突当部材に用紙端
部を当接させて整列させ、最終用紙の通過を検知した後、前記用紙端突当部材を所定位置
に移動させて、前記綴じ手段により用紙に綴じ処理を行うように制御することを特徴とす
る用紙後処理装置。
【００１２】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の用紙後処理方法及び用紙後処理装置、用紙後処理装置を備えた画像形成装
置を図面に基づいて説明する。
【００１３】
［画像形成装置の一実施形態］
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図１は画像形成装置Ａ、画像読み取り装置Ｂ、用紙後処理装置（以下、後処理装置と称す
）ＦＳから成る画像形成システムの全体構成図である。
【００１４】
画像形成装置Ａは、回転する像担持体１の周囲に、帯電手段２、像露光手段（書き込み手
段）３、現像手段４、転写手段５Ａ、除電手段５Ｂ、分離爪５Ｃ、及びクリーニング手段
６を配置した画像形成部を有し、帯電手段２によって像担持体１の表面に一様帯電を行っ
た後に、像露光手段３のレーザビームによって原稿から読み取られた画像データに基づく
露光走査を行って潜像を形成し、該潜像を現像手段４により反転現像して像担持体１の表
面にトナー像を形成する。
【００１５】
一方、用紙収納手段７Ａから給紙された用紙Ｓは転写位置へと送られる。転写位置におい
て転写手段５Ａにより前記トナー像が用紙Ｓ上に転写される。その後に、用紙Ｓは除電手
段５Ｂにより裏面の電荷が消去され、分離爪５Ｃにより像担持体１から分離され、中間搬
送部７Ｂにより搬送され、引き続き定着手段８により加熱定着され、搬送路切換板７Ｄに
より下方の反転搬送路７Ｅに一旦搬送された後、逆転搬送されて画像面を下向きにして排
紙部７Ｃから排出される。
【００１６】
用紙Ｓの両面に画像形成を行う場合には、定着手段８により加熱定着された用紙Ｓを、搬
送路切換板７Ｄにより通常の排紙通路から分岐し、反転搬送路７Ｅにおいてスイッチバッ
クして表裏反転した後、両面コピー搬送路７Ｆを経て給紙経路に導入される。用紙Ｓは画
像形成部において画像を転写された後、定着手段８により定着処理されて、排紙部７Ｃに
より装置外に排出される。排紙部７Ｃから排出された用紙Ｓは、後処理装置ＦＳの受入部
１０に送り込まれる。
【００１７】
一方、像担持体１の画像処理後の表面は、分離爪５Ｃの下流においてクリーニング手段６
により表面に残留している現像剤が除去される。
【００１８】
画像形成装置Ａの上部前面側には、画像形成モード、用紙後処理モードを選択して設定す
る操作部９が配置されている。画像形成装置Ａの上部には、原稿移動型読み取り方式の自
動原稿送り装置を備えた画像読み取り装置Ｂが設置されている。
【００１９】
［後処理装置］
図２は、本発明に係る後処理装置ＦＳ内における用紙Ｓの搬送経路を示す全体構成図であ
る。
【００２０】
後処理装置ＦＳには、図示の上段に第１給紙手段２０Ａと第２給紙手段２０Ｂと固定排紙
台３０が配置され、中段に穿孔手段４０とシフト手段５０と排紙手段６０がほぼ水平をな
す同一平面上に直列配置され、下段に綴じ処理部（以下、用紙収納部とも称す）７０と折
り処理部８０が傾斜面をなす同一平面上に直列配置されている。
【００２１】
また、後処理装置ＦＳの図示左側面には、シフト処理済みの用紙Ｓ及び端綴じ処理済みの
用紙束Ｓａを積載する昇降排紙台６１と、三つ折り又は二つ折りに折り畳み処理された処
理済み用紙束Ｓｂを積載する固定排紙台６２とが配置されている。
【００２２】
後処理装置ＦＳは画像形成装置Ａから搬出された用紙Ｓの受入部１０が画像形成装置Ａの
排紙部７Ｃと合致するよう位置と高さが調節され設置されている。
【００２３】
・受入部
受入部１０には、画像形成装置Ａから画像形成処理された用紙Ｓと、第１給紙手段２０Ａ
から供給される用紙束間を仕切る合紙Ｋ１と、第２給紙手段２０Ｂから供給される表紙用
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紙Ｋ２とが導入される。
【００２４】
・給紙手段
第１給紙手段２０Ａの給紙皿内に収容された合紙Ｋ１は、給紙部２１により分離、給送さ
れ、搬送ローラ２２，２３，２４に挟持されて、受入部１０に導入される。また、第２給
紙手段２０Ｂの給紙皿内に収容された表紙用紙Ｋ２は、給紙部２５により分離、給送され
、搬送ローラ２３，２４に挟持されて、受入部１０に導入される。
【００２５】
なお、第１給紙手段２０Ａ、第２給紙手段２０Ｂには、合紙Ｋ１、表紙用紙Ｋ２以外の用
紙を装填する事もある。以下、合紙Ｋ１、表紙用紙Ｋ２を含めて用紙Ｓと称す。
【００２６】
・穿孔手段
受入部１０の用紙搬送方向下流側には、穿孔手段４０が配置されている。穿孔手段４０は
、用紙幅方向に移動させる駆動手段、パンチ昇降駆動手段、用紙幅検知手段等から成る。
【００２７】
穿孔手段４０による穿孔位置の用紙搬送方向上流側にはレジストローラ１１が、用紙搬送
方向下流側には搬送ローラ１２が、それぞれ配置されている。
【００２８】
・用紙分岐手段
図２に示すように、穿孔手段４０の用紙搬送方向下流側には、切り換え手段Ｇ１，Ｇ２か
ら成る用紙分岐手段が設けられている。切り換え手段Ｇ１，Ｇ２は図示しないソレノイド
の駆動により三方の用紙搬送路、即ち、上段排紙用の第１搬送路▲１▼、中段の第２搬送
路▲２▼、下段の第３搬送路▲３▼の何れかに選択的に分岐させる。
【００２９】
・単純排紙
この用紙搬送が設定されると、切り換え手段Ｇ１は第２搬送路▲２▼、第３搬送路▲３▼
を遮断し、第１搬送路▲１▼のみを開放する。
【００３０】
第１搬送路▲１▼を通過する用紙Ｓは、搬送ローラ３１に挟持されて上昇し、排出ローラ
３２により排出され、固定排紙台３０上に載置され、順次積載される。
【００３１】
・シフト処理
この搬送モードに設定されると、切り換え手段Ｇ１は上方に退避し、切り換え手段Ｇ２は
第３搬送路▲３▼を遮断し、第２搬送路▲２▼を開放し用紙Ｓの通過を可能にする。用紙
Ｓは切り換え手段Ｇ１，Ｇ２の間に形成された通紙路を通過する。
【００３２】
画像形成装置Ａより排出された画像形成済みの用紙Ｓ、又は、第１給紙手段２０Ａから給
送された用紙Ｓ、或いは、第２給紙手段２０Ｂから給送された用紙Ｓは、切り換え手段Ｇ
１，Ｇ２の中間通紙路を通過して、シフト手段５０により用紙搬送方向に直交する方向に
所定量移動するようにシフト処理され、排紙手段６０により排紙される。シフト手段５０
は所定の枚数毎に、搬送幅方向に用紙Ｓの排紙位置を変えるシフト処理を行う。
【００３３】
・昇降排紙台への排紙
シフト処理済みの用紙Ｓ、又はシフト処理をしない用紙Ｓは、排紙手段６０により機外の
昇降排紙台６１に排出され順次載置される。この昇降排紙台６１は多数枚の用紙Ｓを排紙
するときには、順次下降するように構成されており、最大約３０００枚（Ａ４，Ｂ５）の
用紙Ｓを収容することが可能である。
【００３４】
・綴じ処理
図３は、綴じ処理部７０と折り処理部８０から成る後処理ユニットＵの断面図である。

10

20

30

40

50

(5) JP 3931770 B2 2007.6.20



【００３５】
操作部９において綴じ処理が設定されると、画像形成装置Ａ内で画像形成処理されて、後
処理装置ＦＳの受入部１０に送り込まれた画像形成済みの用紙Ｓは、穿孔手段４０を通過
し、切り換え手段Ｇ２の下方の第３搬送路▲３▼に送り込まれ、搬送ローラ１３に挟持さ
れて下方に搬送される（図２参照）。
【００３６】
第３搬送路▲３▼において、用紙Ｓは、搬送ローラ１４により搬送され、用紙先端部が入
口搬送ローラ対１５の周面に当接して停止し、待機状態になる。所定のタイミングをとっ
て、入口搬送ローラ対１５が駆動回転し、用紙Ｓを挟持して搬送し、用紙載置台７１上に
排出する。
【００３７】
入口搬送ローラ対１５の用紙搬送方向上流側に配置された入口部センサ（検知手段）ＰＳ
１は、用紙Ｓの通過を検知する。
【００３８】
用紙Ｓの後端部が入口搬送ローラ対１５の挟持位置から排出された後には、用紙Ｓはその
自重により用紙載置台７１の傾斜面上を下降し、用紙後端部が綴じ手段（ステイプル手段
）７０１，７０２の綴じ部近傍に設けた用紙端突当部材（以下、突当部材と称す）７２１
，７２２に当接して停止する。入口搬送ローラ対１５の下流側に配置されて回動するエン
ドレス状の巻き込みベルト１６は、用紙Ｓの後端部付近に摺接して、突当部材７２１，７
２２に送り込む。
【００３９】
用紙載置台７１の両側面に移動可能に設けた一対の上流側の幅整合部材７３は、用紙搬送
方向と直交する方向に移動可能であり、用紙Ｓが用紙載置台７１上に搬送される用紙受け
入れ時には、用紙幅より広く開放される。用紙Ｓが用紙載置台７１上を搬送され、突当部
材７２１，７２２に当接して停止するときには、幅整合部材７３は、用紙Ｓの幅方向の側
縁を軽打して用紙束Ｓａの幅揃え（幅整合）を行う。この停止位置において、用紙載置台
７１上に所定枚数の用紙Ｓが積載、整合されると、打針機構と受針機構とから成る綴じ手
段７０１，７０２により綴じ合わせ処理が行われ、用紙束Ｓａが綴じ合わされる。
【００４０】
用紙載置台７１の用紙積載面の一部には切り欠き部が形成されていて、駆動プーリ７４Ａ
と従動プーリ７４Ｂに巻回された排出ベルト７５が回動可能に駆動される。排出ベルト７
５の一部には、排出爪７６が一体に形成されている。綴じ処理された用紙束Ｓａは、排出
ベルト７５の排出爪７６により用紙Ｓの後端部が押圧されて、排出ベルト７５上に載せら
れ、用紙載置台７１の載置面上を滑走して斜め上方に押し上げられ、排紙手段６０の排出
ローラ６３の挟持位置に進行する。回転する排出ローラ６３に挟持された用紙束Ｓａは、
昇降排紙台６１上に排出、積載される（図２参照）。
【００４１】
なお、２箇所平綴じ、及び後述の中綴じの各綴じ処理が施される用紙束Ｓａは、合紙Ｋ１
、表紙用紙Ｋ２を含む場合もある。
【００４２】
図４は、各種綴じ処理を実施する場合の、用紙束Ｓａと綴じ手段７０１，７０２の配置を
示す平面図である。図４（ａ）は、用紙束Ｓａの側縁辺近傍で中央振り分け２箇所に側縁
辺に平行して綴じ針ＳＰ１，ＳＰ２を打針する平綴じ処理を示す。図４（ｂ）は、用紙束
Ｓａの隅部近傍で側縁辺に平行してＳＰ２を打針するする端綴じ処理、又は、用紙束Ｓａ
の隅部近傍の斜め位置に綴じ針ＳＰ１を打針する端綴じ処理を示す。
【００４３】
・綴じ処理部の駆動系
図５は、用紙収納部７０の要部平面図である。
【００４４】
モータＭ１は、ベルト、プーリを介して駆動プーリ７４Ａを固定した回転軸７４Ｃを駆動
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回転させ、２本の排出ベルト７５を回動させる。
【００４５】
モータＭ２はベルト７３１を介して２個の上流側の幅整合部材７３を用紙幅に対応して移
動させる。
【００４６】
モータＭ３はベルト７０３を介して２個の綴じ手段７０１，７０２を平行移動及び回転移
動させ、綴じ位置に設置させる。
【００４７】
モータＭ４はベルト７８１を介して下流側の幅整合部材７８を移動させる。
また、突当部材７２１，７２２は図示しないモータにより駆動され通紙路７７を遮断及び
開放する。用紙端突当部材７９も図示しないモータにより駆動され、所定位置に設置され
る。
【００４８】
モータＭ５，Ｍ６は、綴じ手段７０１，７０２の打針機構を駆動して綴じ針ＳＰ１，ＳＰ
２を打針する。
【００４９】
モータＭ７は、入口搬送ローラ対１５、及び巻き込みベルト１６を駆動回転させる。
【００５０】
・中綴じ処理及び折り処理
操作部９において中綴じ処理が設定されると、幅整合部材７８、用紙端突当部材７９が用
紙サイズに対応した所定位置に移動して、用紙Ｓを位置決めする。
【００５１】
綴じ処理部７０の綴じ手段７０１，７０２により、整合された用紙束Ｓａの搬送方向中央
２箇所に綴じ針ＳＰ１，ＳＰ２を打つ。
【００５２】
図２に示すように、綴じ処理部７０の斜め下方には、折り処理部８０が配置されている。
折り処理部８０は、折り板８１、折りローラ８２，８３，８４、搬送切り換え部材８５、
突当部材８６等から成る。折り処理部８０において二つ折り処理又は三つ折り処理された
用紙束Ｓｂは、固定排紙台６２に排出される。
【００５３】
［綴じ処理の制御］
図６は、後処理装置ＦＳの綴じ処理制御を示すブロック図である。図７は、突当部材７２
１、７２２と綴じ手段７０１，７０２の移動制御を示す平面図、図８は突当部材７２１、
７２２と綴じ手段７０１，７０２と巻き込みベルト１６の側面図である。
【００５４】
図示の突当部材７２１、７２２は、綴じ手段７０１，７０２の各側面に揺動可能に取り付
けられて、モータＭ３の駆動によるベルト７０３の回動により綴じ手段７０１，７０２と
ともに用紙幅方向に移動する。
【００５５】
なお、突当部材７２１、７２２を、モータＭ３とは別個の駆動源により駆動して、用紙幅
方向に移動するようにしても良い。
【００５６】
以下、用紙束Ｓａに対する用紙端突き当てと綴じ処理の工程を説明する。
（１）　操作部９において、平綴じ処理、用紙サイズが設定され、後処理装置ＦＳの作動
が開始されると、綴じ手段７０１，７０２は、用紙幅Ｗ０の用紙Ｓの所定の綴じ処理位置
に待機する（図７（ａ）、図８（ａ）参照）。
【００５７】
綴じ手段７０１，７０２に配置された突当部材７２１，７２２の間隔Ｗ１は、用紙幅Ｗ０
の１／３乃至２／５倍の位置に設定される。例えば、Ａ４判の用紙Ｓに綴じ処理を行う場
合、用紙幅Ｗ０＝２９７ｍｍに対して、Ｗ２＝１５９ｍｍに設定する。
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【００５８】
（２）　入口搬送ローラ対１５により挟持されて用紙載置台７１上に放出された用紙Ｓは
、用紙載置台７１の傾斜面上を滑落して、突当部材７２１，７２２に進行する。用紙Ｓの
進行方向先端部の上面は、用紙載置台７１の上方に配置された回動する巻き込みベルト１
６により摺接されて搬送され、突当部材７２１，７２２に当接して整列される。
【００５９】
（３）　用紙載置台７１上に積載される用紙Ｓが、例えば１～１５枚の範囲内では、この
突当部材７２１，７２２の所定位置において、巻き込みベルト１６の摺接摩擦力により用
紙載置台７１上を搬送され、用紙先端部が突当部材７２１，７２２に当接されて綴じが行
われる。
【００６０】
（４）　例えば１６枚以上の用紙Ｓを積載して綴じ処理を行う場合には、１～１５枚の用
紙を、前記（１）、（２）の工程で用紙載置台７１上に搬送して積載する。１６枚目以降
の用紙Ｓが用紙載置台７１上に搬送された事が入口部センサＰＳ１により検知されると、
制御手段１００は、モータＭ３を駆動させ、突当部材７２１，７２２を所定の用紙端部当
接位置から用紙幅方向の内側の所定位置に移動させる。
【００６１】
この所定位置は、綴じ手段７０１，７０２に配置された突当部材７２１，７２２の間隔Ｗ
２が、用紙幅Ｗ０の１／３乃至２／５倍の位置に設定される。例えば、Ａ４判の用紙Ｓに
綴じ処理を及び行う場合、用紙幅Ｗ０＝２９７ｍｍ、当接位置間隔Ｗ１＝１９７ｍｍに対
して、Ｗ２＝１５９ｍｍに設定する。したがって、突当部材７２１，７２２は、それぞれ
用紙幅方向内側に１９ｍｍ［（Ｗ１－Ｗ２）／２］移動される。
【００６２】
用紙載置台７１上に積載される用紙Ｓが多数枚になるに従って、用紙の嵩が増大し、用紙
Ｓの上面を押圧する巻き込みベルト１６の押圧力が増大し、用紙Ｓへの摺擦力が増して、
用紙Ｓの先端の中央部付近を強く押し出す。
【００６３】
用紙Ｓの積載枚数が所定枚数より多数になった場合、突当部材７２１，７２２の間隔をＷ
１からＷ２に縮小する事により、用紙Ｓの先端の突当部の間隔が狭まり、用紙Ｓの先端の
中央部付近の突出が防止される。
【００６４】
（５）　用紙載置台７１上に積載される用紙Ｓが、１６枚以上、最大枚数（例えば２５枚
）の１枚前の用紙（例えば２４枚目の用紙）Ｓに達するまでは、この突当部材７２１，７
２２の近接された所定位置において、巻き込みベルト１６の摺接摩擦力により用紙載置台
７１上を搬送され、用紙先端部が突当部材７２１，７２２に当接されて綴じが行われる。
【００６５】
（６）　最終の用紙（例えば２５枚目の用紙）Ｓの搬送が入口部センサＰＳ１により検知
された後、所定時間経過後、制御手段１００はモータＭ３を駆動させ、突当部材７２１，
７２２を前記近接された所定位置から用紙幅方向の外側の用紙側縁部の初期位置に移動さ
せる。最終の用紙Ｓの先端部は、初期位置に復帰した突当部材７２１，７２２に当接して
位置決めされた後、綴じ手段７０１，７０２により用紙Ｓに綴じ処理を行う。あるいは、
最終の用紙Ｓが綴じ処理された後、突当部材７２１，７２２を初期位置に復帰させて、後
続の用紙束Ｓａの用紙導入に備える。
【００６６】
なお、本発明の実施の形態では、複写機に接続した後処理装置について説明したが、プリ
ンタ、ファクシミリ、複合機、軽印刷機等の画像形成装置に接続して使用する後処理装置
にも適用可能である。
【００６７】
また、単独に設置された後処理装置にも、本発明の綴じ処理時における用紙端突当部材の
移動制御は適用可能である。
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【００６８】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明の用紙後処理方法及び用紙後処理装置により以下
の効果が奏せられる。
【００６９】
用紙載置台上に多数枚の用紙を積載して用紙進行方向先端部を用紙端突当部材の用紙突当
面に当接させて整列させるとき、用紙の高さが増すに従って、バネ付勢された巻き込みベ
ルトによる押圧力が増大し、回動する巻き込みベルトが強く用紙の上面を押圧して搬送す
るようになるが、用紙枚数に対応して、用紙端突当部材の用紙突当面を用紙幅方向に移動
させる事により、用紙の先端部近傍の中央部が強く引きずられて、用紙端突当部材に当接
する用紙の両端が大きく変形する事が防止され、平面性の良い綴じ処理された高品質の用
紙束が作製される。
【図面の簡単な説明】
【図１】画像形成装置、画像読み取り装置、後処理装置から成る画像形成システムの全体
構成図。
【図２】本発明に係る後処理装置内における用紙の搬送経路を示す全体構成図。
【図３】綴じ処理部と折り処理部から成る後処理ユニットの断面図。
【図４】各種綴じ処理を実施する場合の、用紙束と綴じ手段の配置を示す平面図。
【図５】用紙収納部の要部平面図。
【図６】後処理装置の綴じ処理制御を示すブロック図。
【図７】突当部材と綴じ手段の移動制御を示す平面図。
【図８】突当部材と綴じ手段と巻き込みベルトの側面図。
【図９】従来の綴じ処理部の断面図、及びＡ矢視平面図。
【符号の説明】
７０　綴じ処理部（用紙収納部）
７０１，７０２　綴じ手段（ステイプル手段）
７１　用紙載置台
７２１，７２２　用紙端突当部材（突当部材）
７３　幅整合部材
１００　制御手段
Ａ　画像形成装置
ＦＳ　用紙後処理装置（後処理装置）
Ｍ１，Ｍ２，Ｍ３，Ｍ４，Ｍ５，Ｍ６，Ｍ７　モータ
ＰＳ１　入口部センサ
Ｓ　用紙
ＳＰ１，ＳＰ２　綴じ針
Ｗ０　用紙幅
Ｗ１，Ｗ２　間隔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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